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１．事業の目的と概要 社会情勢の変化等

新庄

古口道路

起終点 ：自：山形県新庄市大字本合海

至：山形県最上郡戸沢村大字古口

延長(開通済)：１０．６ｋｍ（４.６ｋｍ）
幅員 ：２２．０ｍ(完成４車線)

１２．０ｍ(暫定２車線)
道路規格 ：第１種第３級
設計速度 ：８０ｋｍ／ｈ
事業化 ：平成１３年度
用地着手 ：平成１９年度
工事着手 ：平成２０年度

○事業目的

○計画概要

・災害や事故発生時等の信頼性向上
・搬送時間の短縮による重篤患者の救命率の向上
・冬期の走行性・速達性の確保
・広域観光周遊を促進
・地域産業の支援・競争力強化

もがみ とざわ ふるくち

しんじょう もとあいかい

22.0（完成）

2.5 2.57.07.0 3.0

2.5 7.0 2.5

12.0（暫定）

[単位：m]

全体事業費
（うち用地補償費）

執行済み額
（うち用地補償費）

全体進捗率※
（用地進捗率）

H29再評価時
（うち用地補償費）

558億円
（20億円）

306億円
（20億円）

61％
（100％）

502億円
（20億円）

位置図
標準横断図

※進捗率は令和２年３月末時点

事業費・進捗率

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

その他道路凡例

： 開通済
： 事業中

凡例

道
路
種
別

その他凡例

新庄古口道路 L=10.6km
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鮭 川 村

戸 沢 村

新 庄 市

大 蔵 村

戸沢村大字津谷

～戸沢村大字古口

L=2.2km

新庄市大字本合海

～新庄市大字升形

L=2.4km

458

47

458

E13
至 大崎

新庄IC

しんじょう

47

みなみしんじょう

ますかたうぜんぜんなみ

つや

ふるくち

13

至 酒田

至 秋田

至 山形

舟 形 町

T’15=11,103（台/日）

T’15=8,994（台/日）

T’15=9,537（台/日）

R４年度
開通予定

L=6.0km

とざわむらおおあざつや

とざわむらおおあざふるくち しんじょうしおおあざますがた

： 市役所
： 役場
： H27センサス交通量
： 主要渋滞箇所
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しんじょうしおおあざもとあいかい



２．前回評価時からの周辺環境等の変化

◆平成29年度：余目酒田道路（庄内町廻舘～酒田市新堀）が開通。
◆平成30年度：新庄古口道路（戸沢村津谷～古口）、東北中央自動車道（大石田村山～尾花沢）、同（東根～東根北）が開通。

国道13号 金山道路が新規事業化。
◆令和 2 年度：国道47号 高屋防災が新規事業化。

H29
再評価時

R２年度末
予定

開通済 約12km
（24%）

約21km
（42%）

事業中 約18km
(36%)

約14km
(28%)

未事業化 約20km
（40%）

約15km
（30%）

▼新庄酒田道路の整備進捗状況

拡大図

東根IC

東根北IC

山形中央IC

山形JCT

天童IC

大石田村山IC

尾花沢IC

野黒沢IC
尾花沢IC

川原子IC

舟形IC

新庄IC

（仮）新庄北IC

大石田村山
～尾花沢
H30.4開通
延長5.3km

東根
～東根北
H31.3開通
延長4.3km

社会情勢の変化等

2

舟形町役場

新庄IC

至 秋田市

舟形IC

川原子IC

尾花沢北IC

野黒沢IC

金山町役場

真室川町
役場

鮭川村役場

大蔵村役場

戸沢村役場

新庄市役所

至

村
上
市

金山町

鮭川村

戸沢村

新庄市

舟形町

大石田町

酒田市

庄内町

山 形 県

(仮)新庄北IC

(仮)昭和IC

庄内空港ＩＣ

酒田ＩＣ

酒田みなとＩＣ

余目酒田道路
延長12.7㎞

庄内町
役場

三川町役場

三川町

酒田市役所

(仮)金山南IC

(仮)金山IC
酒田中央ＩＣ

新庄古口道路
延長10.6㎞

高屋道路
延長3.4㎞

新庄酒田道路 延長約50km

至

大
崎
市

新 庄 南
バイパス
延長4.0㎞

大蔵村

H27.11
開通

延長5.9km

H27.11
一部開通
延長2.4㎞

鶴岡市

H30.7
一部開通
延長2.2㎞

H30.3
開通

延長6.8km

鶴岡ＩＣ

鶴岡JCT

鶴岡西IC
鶴岡市役所

至 山形市

真室川町

高屋防災
延長4.4㎞

庄内あさひＩＣ
庄内町庄内あさひＩＣ

拡大図

し ょ う な い ま ち ま わ た て さ か た し に い ぼ り

と ざ わ ふ る く ち お お い し だ む ら や ま お ば な ざ わ ひ が し ね ひ が し ね き たつ や

R4年度
開通予定
延長6.0km

し ん じ ょ う ふ る く ち

あ ま る め さ か た

た か や

あ ま る め さか た

し ん じ ょ う さ か た

た か や た か や しんじょうふるくち しん じょ う み な み

お お い し だ む ら や ま

お ば なざ わ

ひがしね

ひがしねきた

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

その他道路凡例

□□□□

： 開通済
： 事業中
： 未事業化
： 前回評価時からの

変更箇所

凡例

道
路
種
別

： 4車線
： 2車線

車
線
数

： 市役所
： 役場
： 主要渋滞箇所

か ね や ま

真室川雄勝道路
延長7.2㎞

まむろがわおがち

金山道路
延長3.5㎞

かねやま

新庄金山道路
延長5.8㎞

しんじょうかねやま

泉田道路
延長8.2㎞

いずみた

(仮)金山北IC



３．事業の必要性 （１）通行止め時の広域迂回解消

3 出典：山形河川国道事務所資料（H2.4～R2.3）

原因 発生時期 回数（日数）

災害
4～11月 １２回（５．８日）

12月～3月 ３回（０．８日）

事故
4～11月 １６回（１．３日）

12月～3月 ３８回（２．５日）

合計
4～11月 ２８回（７．１日）

12月～3月 ４１回（３．３日）

国道47号は、重要港湾酒田港を有する庄内地方と最上地方を結ぶ唯一の幹線道路として広域交通を支えているが、過去30年
で通行止めが６９回発生。（事務所管内平均の約１．４倍）
近年は大雨の広域化・頻発化により、事前通行規制区間がある当該区間では今後降雨に起因する通行止め回数の増加が懸念
R2.7の豪雨通行止め時には、国道１１２号も通行止めとなり、国道１０８号による広域迂回（迂回時間約2.9倍、迂回距離約2.8倍）

も生じたため、新庄古口道路を含む新庄酒田道路整備によるリダンダンシーの確保が必要。

▼最上地域における日降水量100mm以上の観測日数および降雨に起因する通行止め回数
観測日数（日・地点）

出典：気象庁観測データ（最上地域内の観測地点を対象に集計）

（年度）

通行止め回数(回)

10年あたり2回

10年あたり4回 10年あたり4回

近年大雨の
頻度が増加

降雨に起因する
通行止めも
増加傾向

出典：H27道路交通センサス
※所要時間は昼間12時間平均速度（上下平均）より算出

▼新庄～酒田間の迂回経路（R2.7豪雨時の実績）

至 米沢

至
大
崎

至 秋田

新庄市

酒田市

重要港湾
酒田港

迂回時
160.1㎞
136分

迂回時
160.1㎞
136分

通常時
55.6㎞
65分

通常時
55.6㎞
65分

迂回時
156.3㎞
190分

迂回時
156.3㎞
190分

写真①(R2.7 豪雨時)

13

287

112

７

47

344

108

崩落箇所

写真②(H30.8 豪雨災害時)

▼過去30年間の通行止め発生状況

：事前通行規制区間
①異常気象時通行規制：連続雨量150mmを超過した場合

（地すべりのおそれあり）
②特殊通行規制：河川氾濫により危険が予想される場合

①②
①

至 酒田市至 大崎市至 大崎市

至 酒田市

：降雨に起因する通行止め回数
：日降水量100㎜以上150mm未満の観測日数
：日降水量150㎜以上の観測日数
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【拡大図】

異常気象時
通行規制区間

特殊通行
規制区間

写真②

国道47号 新庄古口道路

L=2.2km

L=2.4km

写真①
新庄古口道路並行区間

過去30年間で69回
全面通行止め発生

近年の10年間では
最上地域の6地点で

観測されるなど、
広域的に大雨が発生



３．事業の必要性 （２）部分開通区間が災害時の避難経路として機能

4

時間雨量65mm/hによる路面冠水の状況

※8/5から最も多かった時間雨量時の写真
（H30.8.6 3:00）

至 酒田市

至 大崎市

最上川の水位が上昇したが、安全な通行が確保されている状況

※最上川大橋の写真（H30.8.31 7:20）

写真②写真① 至 新庄市

至 酒田市

・8/5は、津谷～古口間が迂回路として機能するととも
に、住民の避難経路となり役だった。

・8/31も、住民の避難経路として使われ、古口地区は
孤立せずに済み助かった。

・8月の2度にわたる大雨で、今までにも増して、全線の
早期開通を望む。

出典：交通量はトラフィックカウンターデータ、避難勧告等は山形県HP
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H30.8.17(金),24(金)平均

H30.8.31(金)

国道47号通行止め（6：30～18：00）

避難勧告
（7：45～14：00）

避難準備情報
（5：00～）

国道47号新庄古口道路（延長：10.6km）

延長2.2km

H30.7.15
開通

至 酒田市

至 大崎市

H27.11.8
開通

延長2.4km

写真①

通行止め区間
（H30.8.31 6：30～18：00）

写真②

N

戸沢村役場

古口地区

(指定避難場所)
戸沢村中央公民館

開通区間を活用し
中央公民館へ避難

開通済区間と県道活用による
代替ネットワークが機能

▼通行規制と迂回路・避難経路としての利用状況（H30.8.31）

▼国道47号の冠水状況(H30.8.5) ▼迂回路としての利用状況(H30.8.31)

▼津谷～古口間開通区間の交通量比較

■戸沢村役場職員のコメント

国道47号は、大雨に伴う路面冠水や事前通行規制などにより度々全面通行止めが発生。
H30.8豪雨災害時には、開通区間が戸沢村古口地区から戸沢村指定避難所（中央公民館）への安全な避難経路としても活用。
新庄古口道路の整備により、事前通行規制区間（路面冠水・地すべり発生リスク）を回避し、安全・安心な通行が期待。

特殊通行
規制区間

異常気象時
通行規制区間

と ざ わ と ざ わ

し ん じ ょ う ふ る く ち

ふ る く ち



至
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酒
田

戸 沢 村
大 蔵 村

新 庄 市

国道47号 新庄古口道路（延長：10.6km）

延長2.2km
H30.7.15開通 H27.11.8開通

延長2.4km

至 山形

至 鮭川村

運搬排雪区間
（下り）

運搬排雪区間
（下り）

運搬排雪区間
（下り）

運搬排雪区間
（上り）

運搬排雪区間
（上り）

運搬排雪区間
（上り）
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３．事業の必要性 （３）冬期交通環境の改善

5

国道47号は急カーブが多く、幅員も狭小であり、冬期には路面凍結や堆雪等により更に走行環境が悪化。
当該地域は、一年の約３割が積雪が観測される特別豪雪地帯であり、冬期は通常期と比べて速度低下が顕著で死傷事故も多発
新庄古口道路の整備により、冬期における速度低下改善や事故リスク緩和が期待。

出典：H21-30イタルダ事故データ
※通常期：4-11月、冬期：12-3月

車
道
幅
員

▼並行現道区間の死傷事故類型

:現道の
車道幅員
:冬期に必要
な幅員

車両相互の事故

▼並行現道区間の道路断面イメージ

出典：道路構造令の解説と運用(H27.8)

出典：(道路幅員)道路台帳
(旅行速度)ETC2.0データ 通常期・冬期の12h平均速度

※通常期：H30.10, 冬期：H30.12-H31.3で降雪20cm以上の日

冬期に必要な幅員10.5m
を下回る区間が連続

【上り】

【下り】

上り

下り(km/h)
速
度

評価対象区間
地域高規格道路

一般国道
主要地方道・一般県道
急カーブ箇所(R<150m)

事故による通行止め箇所
（過去10年の12～3月）
防災点検の要対策箇所

地すべり警戒区域

通常期 冬期

(km/h) 75.0

58.9

45.4 50.8 50.7 54.9 60.8 49.4 53.9 55.6
64.3

51.2
40.7

48.3

43.1

57.5

55.137.1 41.5 45.2 49.1 51.0 48.8 46.9 49.0 48.3 44.3

29.9
41.1

34.1

48.2
47.0

75.9

63.5

47.1 46.0 48.2
56.9 57.4 55.4

48.3
57.3 62.1 56.1

41.9
51.6

38.9

62.5

62.2
39.2 40.5 44.2 48.1

52.3 50.3 47.1 51.6 51.8 48.8
35.8 38.1

33.9

47.2
50.0

通常期 冬期

新庄古口道路 ：

並行区間(R47)：

し ん じ ょ う ふ る く ち

50.4

39.7
40.0
38.4

26.4

48.8

40.3

43.5

36.1
16.7

11.8並行現道区間（冬期）平均速度 約43km/h

並行現道区間（冬期）平均速度 約42km/h

供用区間（冬期）平均速度 約64km/h

供用区間（冬期）平均速度 約59km/h

並行現道区間（通常期）平均速度 約51km/h

並行現道区間（通常期）平均速度 約50km/h

供用区間（通常期）平均速度 約76km/h

供用区間（通常期）平均速度 約75km/h

大雪時の予防的通行規制（除雪優先）区間

冬期に必要な幅員(10.5m)

一次
堆雪帯

1.5

不足 不足

冬期
路肩
0.5

車線幅員
3.25

一次
堆雪帯

1.5

冬期
路肩
0.5

車線幅員
3.25

通常期

冬期

死傷事故率:11.5 件/億台km

死傷事故率:19.8 件/億台km

正面衝突の事故が約２倍に増加



３．事業の必要性 （４）医療施設へのアクセス性の向上

6

73件/5年

最上地域

三次救急医療機関

二次救急医療機関

N

三次救急医療機関

日本海総合病院
にほんかいそうごう

0 5km 10km
新庄ＩＣ

鶴岡ＪＣＴ

（仮）新庄北ＩＣ

舟形ＩＣ

川原子ＩＣ
尾花沢北ＩＣ

野黒沢ＩＣ

酒田ＩＣ

最上地域には二次救急医療機関が４機関しかなく、救急患者の約８割は基幹病院である県立新庄病院へ搬送。
最上地域には心疾患等の専門医がおらず、酒田市の日本海総合病院へ５年間で７３件の転院搬送が発生。
新庄古口道路の整備により、最上地域の基幹病院である県立新庄病院への救急搬送及び心疾患患者等の管外転院搬送にお

ける、安定性と速達性向上を支援。

しんじょうふるくちどうろ

新庄古口道路

出典：最上広域市町村圏事務組合消防本部提供データ

▼戸沢村から県立新庄病院までの搬送ルートと所要時間 ▼日本海総合病院への転院搬送状況（H27～R1）

▼最上地域における救急搬送先(R1)

出典：最上広域市町村圏事務組合消防本部
提供データ

▼戸沢村からの搬送人員の推移

出典： ETC2.0データ(H30.10平日 昼間12h平均速度より算出）
※開通後の新庄古口道路区間は、70km/hとして算出

県立新庄病院
78.6%

その他病院
21.4%

心臓血管外科

13件、81%

整形外科

（骨盤骨折）

1件、6%

その他

2件、13%

N=16

▼日本海総合病院への搬送内訳(H30)

出典：県立新庄病院ヒアリング結果（R1.12)
出典：(医療従事者)平成28年医師・歯科医師・薬剤師

調査より算出
(人口)平成27年国勢調査

251 231
285

135
178 192

0

100

200

300

全
国

山
形
県

村
山

最
上

置
賜

庄
内

（人） 県内で最も
少ない医師数

▼人口対10万人医師数

救急搬送先の
約８割が

県立新庄病院

N

戸沢村役場

県立新庄病院

しんじょうふるくちどうろ

新庄古口道路

整備前ルート
整備後ルート

出典：消防年報（最上広域市町村圏事務組合）

５分短縮 約55km

183
208 204

234
194

0

50
100

150

200
250

H27 H28 H29 H30 R1

(人)

H30豪雨時は
搬送人員が多い

所要時間 23分

所要時間 18分

さ か た

も が み

し ん じ ょ う ふ る く ち

も が み

も が み

最上地域に
対応可能な

専門医が不在



３．事業の必要性 （５）地域産業の支援（マッシュルーム）

7

舟形町のマッシュルーム国内シェアは、10年間で約5%から約23%に増加（全国第３位）。
主な生産業者の年間生産量は10年間で約６倍、従業員数は約４倍に増加。
国道47号の通行規制によって、生産に不可欠な覆土材等の資機材の到着遅れが頻繁に発生。
新庄酒田道路の整備による舟形町へのアクセス性向上により、地域産品の生産を支援。

【マッシュルーム生産業者の声】
• 事故等により、生産に不可欠な資機材（覆土材など）の到着遅れが頻繁に発生する。
• 通行止めが発生すると、代替路がないため大幅な遅れが発生し、スケジュール管理が非常に困難になる。

資料：舟形町マッシュルーム生産業者ヒアリング結果（R1.12)

舟形町
舟形町

主な資機材の輸送

生産物の出荷

酒田

種菌、栄養剤

覆土材

山形県舟形町
マッシュルーム
生産業者

酒田港

資機材の1/3は
酒田港経由

関東

仙台

アメリカ

アイルランド
オランダ

釜山

出典）マッシュルーム生産業者へのヒアリング調査結果(H27・Ｈ28・R1)

280 650 
1,650 28

75

124

0
20
40
60
80
100
120
140

0

500

1000

1500

2000

H20 H25 H30

（人）

従
業
員
数

（t/年）

年
間
生
産
量

生産量は
約6倍に増加

▼マッシュルーム生産業者の資機材や生産物の輸送実態

▼舟形町の主なマッシュルーム生産業者
における年間生産量と従業員数の推移

▼舟形町のマッシュルーム国内シェア

従業員数は
約4倍に増加

出典）H27・Ｈ28・R1ヒアリング調査結果

出典）各年地域特産野菜生産状況より試算

【H20時点】 【H30時点】

国内シェアは
約23％に増加

（全国3位）5% 23%

種菌・栄養剤
40ftコンテナ
1.5～2ヶ月に1回

覆土材
20ftコンテナ
週2回

覆土材
週に30t使用

マッシュルーム栽培の様子マッシュルーム栽培舎

N

0 5km 10km

新庄ＩＣ
鶴岡ＪＣＴ

新庄古口道路

過去30年間で
69回全面通行止め発生

ふ な が た

し ん じ ょ う さ か た

プ サ ン



最上・庄内両地域への年間観光入込客数は、近年横ばい傾向だが、最上・庄内エリアの代表的な観光地である「最上川舟下り」
の、冬期観光入込客数は増加傾向。
山形県内を周遊する冬期のバスツアーも組まれており、当該区間は最上・庄内エリアの周遊観光促進を図る上で重要な区間。
国道４７号の冬期走行性や通行止めの改善によるアクセス性向上により、最上・庄内両地域の更なる周遊観光の促進を支援。

250 212 225 260 276 269 278 264 263 252 

1,231 1,191 1,224 1,287 1,440 1,465 1,415 1,329 1,333 1,300 

0
200
400
600
800

1,000
1,200
1,400
1,600
1,800
2,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1
最上 庄内

(万人)

３．事業の必要性 （６）周遊観光の支援

出典）山形県観光者数調査

▼最上川舟下りへの冬期観光入込客数

出典）最上峡芭蕉ライン観光株式会社提供資料
※ 12月～2月を冬期として集計

▼山形県内を周遊する観光ツアー例 ▼庄内地域・最上地域への年間観光入込客数推移

0

50

100

150

200

H26 H27 H28 H29 H30

（百人）

122 122 136
155 174

増加傾向

山形JCT

東根北IC

新庄古口道路
344

112

７

13

47

108

108

398

347

秋田県

宮城県

山形県

新潟県

庄内地域

最上地域

あつみ温泉IC

鶴岡JCT

酒田みなとIC

N

大石田村山IC

新庄IC

野黒沢IC

湯殿山IC

月山IC

酒田IC
酒田中央IC

雄勝こまちIC

山形上山IC

天童方面

銀山温泉
（★）
NEW

古口・白糸の滝ドライブイン
最上川舟下り

羽黒山

銀山温泉

出典：山形観光情報センター

【観光関係者の声】
• 沿線地域は、観光が重要な産

業の一つ。
• 最上川舟下りを核とし、地域を

周遊する観光客を対象に、通過
ではなく滞在してもらえる地域を
目指している。

• 特に冬期は悪路や通行止めに
なりがちなため、利用しづらい。

資料：ヒアリング結果（R2.1)

横ばい傾向

出典：旅行事業者HPより作成（令和2年12月事例）

8

：ミシュラングリーンガイドに選定

★★★：わざわざ旅行する価値がある
★★ ：寄り道する価値がる
★ ：興味深い
NEW ：新たに掲載

（2016.12）

：その他の主な周遊観光地

も が み し ょ う な い も が み し ょ う な い

も が み し ょ う な い

も が み し ょ う な い

ぎんざんおんせん

最上川舟下り

出典：山形観光情報センター

もがみがわ ふな く だ

白糸の滝ドライブイン

出典：山形観光情報センター

しらいと たき

羽黒山

出典：山形観光情報センター

は ぐ ろ さ ん



４．事業計画の変更内容

◆新庄古口道路の事業費（全体事業費５０２億円→５５８億円） ＋１１．１％（増 ５６億円）

①

② ③

④ ⑤ ⑥

458

至酒田市

Ｎ

至大崎市

新庄古口道路 延長１０．６ｋm

①トンネル地山変状対策の追加

②盛土材料の変更

④防雪柵種別の変更

事業中（暫定２車線）６．０ｋｍ供用済み（暫定２車線）
２．２ｋｍ

供用済み（暫定２車線）
２．４ｋｍ

項目 増額 増額要因 概要

①トンネル地山変状対策の追加 ２７億円 現場条件の変更
①前波トンネル、岩清水トンネルの膨張性地山及び坑口部の
脆弱な地山に対応した補強対策の追加

② 盛 土 材 料 の 変 更 ３億円 現場条件の変更 ②岩清水地区における盛土計画の変更

③ 土 質 改 良 の 追 加 １６億円 現場条件の変更 ②前波トンネル、岩清水トンネルズリの土質改良が追加

④ 防 雪 柵 種 別 の 変 更 １０億円 現場条件の変更
③升形こ道橋～津谷こ道橋間の風向調査結果による防雪柵種
別の変更

増 額 計 ５６億円

とざわ

さかた

おおさき

ぜ ん な み いわしみず

いわしみず

ますがた つ や

ぜ ん な み いわしみず

③土質改良の追加

升形こ道橋

津谷こ道橋

9



４．事業計画の変更内容 ①トンネル地山変状対策の追加（経緯）１／３ 現場条件の変更

DⅢ DⅠ DⅢ DⅢ DⅡ DⅢ DⅠ DⅢDⅡ

▼地山区分の見直し（前回評価時）

低土被り部の地盤改良
（前回評価時）

・膨張性地山とは、「山岳トンネルの掘削にあたって、トンネル内空を縮小するようにはらみだしてくる地山」のことをいう。

DⅡ

▼トンネル計画に係る地質・土質調査の流れ

①
概
略
調
査

②
予
備
調
査

③詳細調査
ﾄﾝﾈﾙ区間の細部検討のための調査
・弾性波探査
・ボーリング
・原位置試験
等実施する

④補足調査
新たに発生した問題点に対し、必要に応じて
実施する調査
※トンネル地山膨張性に係る補足調査は、

破砕帯や変質帯が確認された際実施する。

（出典：道路事業における地質・土質調査計画の立て方(案)  (社)建設コンサルタンツ協会）

施
工
段
階

の
調
査

⑤
維
持
管
理

段
階
の
調
査

⑥

10

ぜんなみ いわしみず

経 緯
◯過年度、ボーリング等の地質調査を実施し、トンネル支保工の見直しや低土被り部上部の地盤改良等を計画。
◯トンネル掘削後、側壁の押し出しなど内空変位が収束しない状況が発生。令和元年度に追加調査を実施したと
ころ多量の膨潤性粘土鉱物が検出される等、地山が膨張することが判明し、インバートストラットなどを追加する
対策を実施。（地山の膨張対策）
◯令和元年度、前波トンネル、岩清水トンネル坑口部では、未固結砂質土が確認され、切羽、天端及び鏡面の崩
落対策を追加実施。さらに坑門工の安定を確保するため地盤改良を追加実施。（坑口部の脆弱な地山対策）

ぜんなみ いわしみず

（２） （２） （２）

（２）

（１）地山の膨張対策区間（１）（１）地山の膨張対策区間



日本鉄道建設公団
（1977）

地山強度比（Gn） 地圧発生の可能性が非
　=σc/γH 常に大きいもの
　　σc：一軸圧縮強度 ①岩石中の主要粘土鉱
　　γ ：単位体積重量 　物がモンモリロナイト
　　H  ：土被り厚 ②2μm以下粒子含有率
①Gn≦2 　が30％以上
　押出し性～膨張性 ③塑性指数≧70％
②2＜Gn≦4 ④陽イオン交換容量≧
　強度の押出し性～地 　35mep/100g
　圧が大きいと推定さ ⑤浸透崩壊度Ｄ
　れる ⑥ボーリングサンプル
③4＜Gn≦6 　中破砕部多い
　地圧が大きいと推定
　可 膨張発生の可能性あり
④6＜Gn≦10 ①岩石中の主要粘土鉱
　地圧があると推定可 　物がモンモリロナイト
⑤10＜Gn ②2μm以下粒子含有率
　地圧がほとんどない 　20％以上
　と推定可 ③塑性指数≧25％

④陽イオン交換容量≧
　20mep/100g

仲　野
（1975）

膨
 

張
 

性
 
を
 

示
 
す
 

指
 

標

４．事業計画の変更内容 ①トンネル地山変状対策の追加（対策）２／３

①トンネル地山変状対策の追加(＋２７億円）
〇計画： ６１．６億円

・ＤⅠ，ＤⅡ，ＤⅢの支保構造により機械掘削による施工を計画。

〇変更計画：８８．６億円

・地質調査及び試験の結果、下記の事象が判明し追加対策を実施。

（１）地山の膨張対策。

（２）坑口部の脆弱な地山対策（地盤改良、AGF等）。

当
初

変
更

▼地山の膨張対策

位置 地質
地 山
強度比

浸 水
崩壊度

膨張性粘土
相対含有量

CEC

3.8m
～20.7m

細粒砂岩・
粗粒砂岩互層

40.94 A 多量 18.4

20.7ｍ
～57.6m

中粒砂岩・
粗粒砂岩互層

1.20 C~D 多量 21.1

57.6ｍ
～65m

凝灰質岩 0.56 C~D 多量 20.8

▼前波トンネルの地山の膨張性に係る追加試験結果

出典：土木学会トンネルライブラリー
より良い山岳トンネルの事前調査・事前事
業に向けて

▼地山の膨張性に関する判定基準

陽イオン交換容量(CEC： Cation Exchange Capacity)
膨潤性を示す粘土鉱物の含有量とCECの値は良い相関を示すこ
とから、地山の膨潤性を判定する一つの指標として用いられる。

浸水崩壊度試験
岩石を24時間浸水後の状況

A:ほとんど変化が認め られない もの
B:小岩片として分離するが,粒 子 の分散 しない もの
C:稜角部が崩壊するもの
D:原形を止めないもの

11

現場条件の変更

（１）地山の膨張対策

高強度吹付コンクリート、早期閉合（インバートストラッド、吹付インバート）を実施し、内空変位を抑制する対策を実施



４．事業計画の変更内容 ①トンネル地山変状対策の追加（対策）３／３

（２）坑口部の脆弱な地山対策

未固結地盤による天端・鏡面の崩壊、脚部沈下対策及び坑門の
地耐力確保のため、セメント撹拌による土質改良、長尺鋼管フォア
パイリング、長尺補強鏡ボルトが必要となった。また岩清水トンネ
ルにおいて当初計画していた補助工法（SMALL-P工法）について、
長尺鋼管フォアパイリングを行ったことから、重複する部分は減じ
ている。

現場条件の変更

12

岩清水トンネル対策図
いわしみず

▼天端・鏡面の崩落対策
（A-A断面図）

▼坑門の地耐力確保
（B-B断面図）

前波トンネル対策図

縦断図

ぜんなみ

押え盛土

地盤改良工

A B

A B

改良範囲

（土砂）

（軟岩）

当初計画 変更計画 変動

支
保
構
造
・
補
助
工
法

掘削支保・覆工
（ＤⅠ～ＤⅢ）

1,032m
（42.9億円）

1,032m
（42.9億円）

０m
＋０億円

補助工法
（SMALL-P工法）

314m
（16.3 億円）

276m
（13.5 億円）

-38m
-2.8億円

補助工法
上部地盤改良

2,500m3
（2.4億円）

2,500m3
（2.4億円）

０m
＋０億円

(1)膨張性地山対策 ０m
（０億円）

850m
（23億円）

850m
（23億円）

(2)脆弱な地山対策
(地盤改良、AGF等)

０m
（０億円）

一式
（6.8億円）

一式
（6.8億円）

所要額（合計） ０式
（61.6億円）

一式
（88.6億円）

一式
（27億円）

▼切羽及び天端崩落状況
（A-A断面図）

▼天端・鏡面の崩落対策
（B-B断面図）

長尺鋼管フォアパイリング
Φ114.3 L=12500

長尺鏡補強ボルト
Φ76.3 L=12500

（浅層混合処理土）

押え盛土

（セメント改良盛土）

縦断図



４．事業計画の変更内容 ②盛土材料の変更（経緯）１／２

経 緯

◯岩清水トンネル終点側坑口部の盛土材１３万ｍ3のうち、5万m3は他事業からの発生土を流用することで計画。
◯他事業から供給される予定であった流用土５万m3が令和２年度に発生した河川災害の復旧工事に急遽利用されることになっ
たため、予定していた土砂が供給されなくなった。
◯他事業からの流用を検討したが、道路盛土に適さない土質、施工時期に発生する流用土がなく利用することができなかった。

▼岩清水トンネル終点側坑口部盛土計画

47

新庄古口道路

新庄南ＢＰ

数 量（m3)

全体 １３０，０００

自工区発生土 ８０，０００

他事業 ５０，０００

岩清水トンネル坑口部の
盛土箇所

岩清水トンネル坑口部の
盛土箇所

至
酒
田
市

至 新庄市
47

さ
か
た

しんじょう

しんじょうさけかわ

しんじょうみなみ

とざわ

47

発生場所 土量 土質 発生時期 使用できない理由

山形県最上郡 10,000m3 第３種建設発生土 R3.6～R3.11 時期が合わない

山形県最上郡 10,000m3 第３種建設発生土 R2.12～R3.6 時期が合わない

山形県最上郡 70,000m3 不明（粘性土） R2. 12～R4.6 土質不適合

▼他事業との盛土材流用調整結果

出典：建設発生土マッチングシステム
第３種発生土とは、通常の施工性が確保される粘性土及びこれに準ずるもの

しんじょう

※建設発生土の官民有効利用マッチングシステム

建設発生土の有効利用・適正処理の促進強化を図るため、官民一体となって建設
発生土の供給者及び利用者が提供を実施するシステム

13

現場条件の変更

いわしみず

いわしみず

しんじょうふるくち



４．事業計画の変更内容 ②盛土材料の変更（対策）２／２

当初計画 変更計画 変動

流 用 土 0千m3
（０億円）

５０千m3
（０億円） ＋０億円

購 入 土 0千m3
（０億円）

５０千m3
（３億円） ＋３億円

所要額（合計） ０億円 ３億円 ＋３億円

②盛土材料見直し等による増（＋３億円）
〇当初計画：０億円
・当初計画時は、岩清水トンネル終点側坑口部の盛土材１３万ｍ3
のうち、５万m3は他事業からの発生土を流用する計画。

〇変更計画： ＋３億円
・予定していた流用土が利用できなくなり、購入土盛土に見直し。

岩清水トンネル

自工区発生土 ８万m3

切土 Ｖ＝８万m3盛土 Ｖ＝１３万m3

岩清水トンネル

自工区発生土 ８万m3流用土 ５万m3

切土 Ｖ＝８万m3盛土 Ｖ＝１３万m3

他事業発生土
５万m3

他事業発生土
５万m3

購入土 ５万m3

▼当初計画

▼変更計画

14

現場条件の変更

いわしみず

いわしみず



４．事業計画の変更内容 ③土質改良の追加（経緯）１／２

経 緯

◯前波、岩清水両トンネルズリは、トンネルの事前調査（ボーリング、弾性波調査）の結果を基に、当該事業並びに周辺の道路事
業にて盛土材として利用する計画。

◯前波、岩清水両トンネルズリは、重金属含有により他事業に搬出できなく新庄古口道路内に封じ込め盛土することになったが、
試験の結果、スレーキング（泥濘化）が激しく、トラフィカビリティー確保のためセメントによる土質改良が必要。

さ
か
た

47

新庄古口道路

新庄南ＢＰトンネルズリの盛土箇所

47

しんじょうさけかわ

しんじょうみなみ

とざわ

47

浸水崩壊度試験結果 （24時間浸水）

浸水後は原形を留めない（崩壊度Ｄ）

位 置 3.8m
～20.7m

20.7ｍ
～57.6m

57.6ｍ
～65m

地質 細粒砂岩・
粗粒砂岩互層

中粒砂岩・
粗粒砂岩互層

凝灰質岩

浸水崩壊度 Ａ Ｃ～Ｄ Ｃ～Ｄ

▼トンネル断面付近のボーリングコア

棒状のコアが採

取されており、盛

土材として問題な

い

スレーキング スレーキング

浸水前 浸水後

15

現場条件の変更

いわしみずぜんなみ

いわしみずぜんなみ

しんじょうふるくち



４．事業計画の変更内容 ③土質改良の追加（変更内容）２／２

当初計画 変更計画 変動
トンネルズリの
土質改良

0千m3
（０億円）

27０千m3
（１６億円） ＋１６億円

所要額（合計） ０億円 +１６億円 ＋１６億円

③土質改良の追加（＋16億円）
〇当初計画：０億円
・当初計画時は、改良せずに盛土に利用する計画。
〇変更計画： ＋１６億円
・スレーキングが激しいトンネルズリを将来４車線側の路体盛土と
して封じ込めするため、セメントによる土質改良が必要となった。

▼有識者との対策検討を実施。

【有識者】
東北大学大学院 環境科学研究科 農学博士
土木技術研究所 地質・地盤研究グループ 上席研究員、主任研究員
山形県 環境エネルギー部水大気環境課 大気環境主査

【検討結果（対処方針）】
①岩石であり、土壌汚染対策法の適用を受けるものではないが、マニュアルで

定める対策は実施すべきである。
②岩石が酸性化することにより重金属が溶出されるので、水・空気と

直接の接触を避けるよう植生・覆土による封じ込めを実施
③将来にわたり掘り返しのない道路内で封じ込め。

▼新庄古口道路
対策必要土の盛土内封じ込めイメージ

トンネルズリ

16

現場条件の変更

しんじょうふるくち

セメントによる土質改良
残土処理
+購入土

バックホウ混合
自走式土質
改良機混合

購入土 - - 5,600円/m3

土質改良 5,900円/m3 7,030円/m3 -

残土運搬処理 - - 6,000円/m3

合 計 5,900円/m3 7,030円/m3 11,600円/m3

▼比較検討

採 用

▼バックホウによる
セメント混合状況

▼自走式土質改良機状況

自走式土質改良機

未改良土

改良土



４．事業計画の変更内容 ④防雪柵種別の変更（経緯）１／２

経緯
〇本事業区間は、道路地吹雪対策マニュアルに基づき吹雪の危険性を判定した結果、「危険性が高い」「危険性がある」に該当す

ることから防雪柵の設置を計画。
〇当初計画時は、平成20年度の気象観測データを基に、主風向を西北西及び北西と想定し、経済性に優れている従来型の吹止

式防雪柵（垂直タイプ）を採用した。
〇設置にあたり、最新の気象データを確認したところ、冬季主風向が当初計画時より北向きに広がっており、吹止式防雪柵（垂直

タイプ）では吹雪に対応出来ない事が分かった為に、高性能防護柵が必要となった。

データ：新庄特別地域気象観測所

▼気象・道路・沿道条件と危険度

▼吹雪危険度

冬季主風向発生確率

H20

Ｒ１

凡例

各年 １２月１日～３月３１日

風速５ｍ以上を対象

(A) (B)

当初設定主風向

主風向範囲拡大 北

南

東西 最多風向
比較
H20-R1

(%)

10.0

▼防雪柵設置区間

設置区間

さかた

しんじょ
う

17

現場条件の変更

設置区間トンネル部
（未設置）

出典：道路吹雪対策マニュアル
土木研究所 寒地土木研究所 平成23 年3 月



４．事業計画の変更内容 ④防雪柵種別の変更（対策）２／２

④防雪柵種別の変更（＋10億円）
〇当初計画： ４億円
・当初計画時は、従来型の吹止式防雪柵（垂直タイプ）を採用。
〇変更計画： １４億円
・広範囲な風向きに対応可能な高性能防雪柵に変更。

当初計画 変更計画 変動

吹止式防雪柵
5,000m
（４億円）

0m
（０億円） －４億円

高性能防雪柵
0m

（０億円）
5,000m

（１４億円） ＋１４億円

所要額（合計） －４億円 ＋１４億円 +１０億円

18

現場条件の変更

■防雪柵参考図

防雪柵比較表

防雪柵タイプ
吹止式防雪柵
（垂直タイプ）

吹払式防雪柵 高性能防雪柵

参考写真

概要

防雪柵形状は垂直型で、吹雪流
を柵の前後に堆雪させることで道
路への飛雪の吹込みを防止する。

防雪柵形状は垂直型で、角度
のついた柵が風を路面付近
に吹きつけるとともに柵下部
空間の風で視程障害を防止
する。

斜めからの風雪を斜風吹上板で
車道外に飛ばすことにより、車道
上の視程障害や吹き溜まり障害
を防止する。

特長

経済性に優れており、直轄国道で
の実績も多く、広く普及している。

道路風上側の積雪深が大きく
なり，柵の下部空間が塞がれ
ると，柵風下の路上の風速は
弱くなり，機能しなくなる。

広範囲の風向きに対応できるた
め、設置場所の適応範囲が広
い。

広域的な風向
への対応

× × 〇

設置種別検討に
おける評価

主風向が当初想定より広範囲に拡がったため、広域的な風向に対応可能な高性能防雪柵
を採用する。

写真はイメージ

← 斜風吹上板

斜風吹上板により
吹雪の方向を変え
車道外へ吹き飛ばす

斜風吹上板



５．コスト縮減への取組内容（トンネル内の水路形式の見直し）

■スリップフォーム工法の採用（－０．１億円）

〇当初計画 ： ０．２億円

・一般的に採用実績の多い円形水路（プレキャスト）を採用

〇変更計画 ： ０．１億円

・新技術のスリップフォーム工法を採用

当初計画 変更計画 変動

プレキャスト円形側溝 ２．１km
（０．２億円）

０km
（０億円） +０．2億円

スリップフォーム工法 ０km
（０億円）

２．１km
（０．１億円） +０．１億円

所要額（合計） ０．２億円 ０．１億円 －０．１億円

※側溝延長：岩清水トンネル（868m)、 前波トンネル（164m)の左右両側 ＝ 2.1km

19



６．事業の投資効果

●Ｂ＝６４０、Ｃ＝６５９

●Ｂ＝４７８、Ｃ＝２６４

○計画交通量（Ｒ１２） １４，６００台/日

Ｒ２今回（全体）

※基準年（令和２年度）における現在価値換算した金額

○計画交通量（Ｒ１２） １７，１００台/日

●Ｂ＝４９２、Ｃ＝２３９

○計画交通量（Ｒ１２） １４，６００台/日

Ｒ２今回（残事業）

●Ｂ＝６００、Ｃ＝５４４

○計画交通量（Ｒ１２） １７，１００台/日

基本
ケース

費用C（現在価値） 659
事業費（億円） 576

維持修繕費（億円） 83

便益B（現在価値） 640
走行時間短縮便益（億円） 518

走行経費減少便益（億円） 90

交通事故減少便益（億円） 32

Ｈ２９前回（残事業）Ｈ２９前回（全体）

基本
ケース

費用C（現在価値） 239
事業費（億円） 178

維持修繕費（億円） 60

便益B（現在価値） 492
走行時間短縮便益（億円） 402

走行経費減少便益（億円） 67

交通事故減少便益（億円） 23

※基準年（令和２年度）における現在価値換算した金額

※本事業は「防災面の効果が特に大きい事業」のため、B/C算出対象外

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で
計算値と一致しないことがある。
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事業継続

（理由） 最上地域と庄内地域の連携の強化を図るとともに、災害発生時の信頼性向上、搬送時間の短縮による重篤患者の救命

率の向上、冬期の走行性・速達性の確保等のため、早期整備の必要性が高い。

○令和４年度に新庄市大字升形～戸沢村大字津谷間（L=６．０km）が暫定２車で開通予定。

７．事業の必要性に関する視点

８．事業の進捗の見込みの視点

９．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

１０．地方公共団体等の意見

１１．対応方針（原案）

〇トンネル内の水路の形式見直しによるコスト縮減を図るとともに、引き続きコスト縮減を検討しながら事業を推進していく。

１）事業を巡る社会情勢等に関する視点

事業目的である災害や事故発生時等の信頼性向上、救急搬送支援、冬期の走行性・速達性の確保等が必要な状況は変化して

いない。

２）事業の投資効果 ： 異常気象時通行規制区間（L=1.0km）、特殊通行規制区間（L=0.9km）、防災点検要対策箇所が回避される。

３）事業の進捗状況 ： 延長10.6kmのうち、4.6km暫定2車線で部分開通済。（R2.3月末時点で事業進捗率約61％）

21

・山形県知事の意見

１ 「対応方針（原案）」案のとおり「継続」で異議ありません。

２ 一般国道４７号新庄古口道路は、地域高規格道路「新庄酒田道路」を形成するものであり、災害時のリダンダンシーを確保し、

国土強靱化に資するとともに、物流の効率化や産業の振興、観光交流の促進、救急医療活動への支援などに寄与する極めて

重要な路線であり、コンテナ貨物の取扱数量が増加傾向にある酒田港の利活用の面からも、大きな役割を担うものです。

本県では、「第４時山形県総合発展計画」や「山形県道路中期計画２０２８」において“高速道路・地域高規格道路の整備”の重

要性について盛り込んでいるところであり、引き続き、コスト縮減にも十分に配慮しながら、事業期間である令和４年度までの開

通に向け、着実な予算の確保をお願いします。



７．事業の進捗状況

一般国道47号 新庄古口道路
工事進捗状況

①
②

① 升形3号橋

③

起点側から終点側を望む

④

④ 津谷跨線橋

③ 鮭川橋

② 前波トンネル

H30 .7.15開通済
2.2ｋｍ

津谷こ線橋
４２ｍ

岩清水トンネル
８６８ｍ

前波トンネル
１６４ｍ

升形４号橋
４９ｍ

升形３号橋
４９ｍ

升形2号橋
４９ｍ

升形1号橋
９６ｍ

升形こ道橋
３４ｍ

たのさわがわ

施工中 施工済み

R2.11月現在凡例 構造物名は仮称

鮭川橋
２１６ｍ

福宮こ道橋
５８ｍ

津谷こ道橋
２９ｍ

古口大橋
５７０ｍ

ふるくち

つや

つや さけがわ いわしみず

ぜんなみ ますがた

ますがた

ますがた ますがた

ますがた
ふくみや

しんじょうふるくち

つ やぜんなみ

ますがた さけがわ
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